
札
幌
は
、
開
拓
当
初
か
ら
北
海

道
の
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
、
政

府
の
手
に
よ
り
整
然
と
し
た
碁
盤

の
目
状
の
街
づ
く
り
が
な
さ
れ
た

都
市
で
す
。
明
治
に
入
っ
て
か
ら
、

開
拓
使
の
庁
舎
や
官
舎
、
病
院
や

本
陣
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設
と

と
も
に
、
市
街
地
は
京
都
に
な
ら

っ
て
区
画
さ
れ
、
住
所
を
「
○
条

○
丁
目
」
と
表
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

特
に
、
中
央
区
は
開
拓
の
中
心

と
な
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

区
内
で
は
こ
の
表
記
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
に
、
町

内
会
名
や
学
校
名
な
ど
に
は
昔
か

ら
使
わ
れ
て
い
た
地
名
が
現
在
も

残
り
、
中
に
は
通
称
と
し
て
広
く

知
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
札
幌
の
地
名
は
、

ア
イ
ヌ
語
が
基
に
な
っ
て
い
る
も

の
と
日
本
語
の
も
の
と
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

市
内
の
重
要
な
地
名
の
多
く
は

前
者
で
、
ほ
と
ん
ど
が
川
に
付
け

ら
れ
た
も
の
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
そ
の
音
に
漢
字
を
当
て
た

も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
（
札
幌

・
豊
平
・
月
寒
・
琴
似
・
発
寒
・

手
稲
な
ど
）。

後
者
に
は
、
開
拓
や
産
業
（
桑

園
・
石
山
な
ど
）、
人
名
（
大
倉

山
・
荒
井
山
な
ど
）
な
ど
に
よ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

いわ むら みち とし

開拓使判官の岩村通俊が官設の遊廓を設置するに
うす い

当たり、区画地の選定を部下であった開拓官員薄井
たつ ゆき

竜之に任じたため、彼の名にちなんで『薄井の野
原』から名付けられたといわれている。

ふじ い

また、測量を行った藤井という人物が、この地に
名を残したいと判官に自ら訴えたので、現薄野交番
付近（南４西３）に「藤井町」という地名も付けら
れたようだが、現在は消えてしまった。
ほかに、辺りがススキの原だったからという説も
ある。

昔は自然のわき水のある湿
地帯だった。アイヌ語の「ナ
イ・ポ」「ナイポ」から付けら
れた名で、「子である川」「小
さな川」という意味。

碁盤の目の京都をモデルにした
札幌の街づくりから、京都の鴨川
にちなんで（しだれ柳と旧邸の多
い河畔が京都の鴨川の風情に似て
いる）という説のほか、昔からカ
モがたくさんいたから、アイヌ語
でサケを捕る道具「カモカモ」の名
からともいわれている。

昭和１０年の鴨々川
（札幌市写真ライブラリー所蔵）

苗穂

薄野

鴨々川

藻岩山のふもとに位置するため、山の
端という意味で山端と名付けられたが、
後に山鼻の字が当てられた。

明治時代、この辺りに
白首と呼ばれる娼婦が
１００人以上もいて、歩い
ている男たちをタヌキの
ようにだましていたこと
から、こう呼ばれるよう
になった。
タヌキがこの辺りに多
くいたからという説もあ
る。

開拓使が山形の藩士を招いて、この地で
桑畑を作るように勧めたところから、こう
呼ばれるようになった。
現在、桑の木は何本かが残るにすぎない
が、ＪＲ桑園駅周辺には繊維・服飾に関す
る会社が今も残っている。

山鼻

狸小路

開拓期の主要道
路として、石材や
物資の輸送の大動
脈となっていた通
りで、石山から札
幌まで馬車軌道が
設置されたことか
ら名付けられた。

石山通

桑園
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